
４月27日昼休み、京大同学会執行委員会が呼びかけ、

｢５･１タテカン規制適用阻止！ 学生処分撤回！ 改憲･戦

争阻止！ 京大解放祭｣が行われました！

11:30ごろ主催者が門前に到着すると、弾圧職員が40～

50人ほどプラカードやビデオカメラをもって集まってき

ます。12時のチャイムと同時に、京大当局によって｢入構

禁止｣とされた学生中心に門前集会が始まりました。まず

同学会副委員長･安田君が集会基調を提起します。

一方門の中では、入構制限のかかっていない学生がア

ツアツの豚汁とマーボー豆腐を提供。お腹を空かせた学

生たちがどんどん増えていきます。

続いて門前での斎藤全学連委員長の訴えに、ますます

多くの学生が足を止めます。そうこうしているうちに、

門の中でも飛び入りの学生でマイクを回すリレーアピー

ルが始まりました。弾圧職員の監視をものともせず、京

大生の自発的発言が次々かちとられていきます。

クライマックスは12時50分からの署名提出行動。安田

君の｢無期停学｣処分撤回を求める500筆近い署名を、学生

課長･瀧本健氏に提出。しかし瀧本は｢受けとらへん！｣の

一点張り。この対応に飛び入りの京大生が徹底弾劾。ま

すます門の外に学生が集中し、３限の授業をぶっ飛ばし

て職員を包囲･追及したのです。門から100㍍ほど離れた

路上にいた機動隊も、これだけの数の学生を前にまった

く手出しできませんでした。

解放祭は最大時でおよそ200人、延べでおよそ400人の

学生が参加しました。最前列で参加した１回生は｢大学の

やっていることが正しいか、それとも同学会が正しいか。

それを考える力は学生の中にあると思います。それを多
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くの学生が考える機会を与えてくれてありがとうござい

ます｣と感想を述べてくれました。

またこの日は夕方18:30～、文学部の講義室で｢京大か

ら『大学改革』の本質を考える｣という講演会も行われ、

｢異常｣とも言える学生への弾圧体制、学生自治破壊の背

景にある｢大学改革問題｣について勉強しました(オモテ面

写真)。｢学生こそ大学の主人公だ｣｢大学改革粉砕！｣の確

信を深め、４日後に控えた｢タテカン規制適用阻止｣の決

定的機運を作った１日でした！ （Ｋ）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

５月１日、私たちは京大当局によるタテカン規制適用

＝実力撤去を阻止する一日行動を行いました！

マスコミが多数が取材に訪れていたので既にご存知か

と思いますが(写真参照)、京大当局･職員は、朝９時過ぎ

タテカンの自主的撤去を求める｢通告書｣を貼ろうとしま

した。それに対し学生側は当然にも前夜から待ち構え、

職員を撃退し｢通告書｣を貼ることさえ阻んだのです。そ

して、現在にいたるもキャンパス周辺のタテカンは撤去

されることなく、出続けています。それどころか様々な

人の手によって、今も創意工夫に富んだあらたな看板が

どんどん出現しています。闘いはこれからです！

１日の昼休み、同学会執行委員を始めタテカン規制に

抗議する学生有志が集まり、正門前昼休み集会を行いま

した。当日朝の呼びかけであったにも関わらずたくさん

の学生(約100人！)が集まり、マスコミの目の前で(その

後弾圧職員も出てくる中で)学生集会が始まりました。

集会では、それぞれの学生がそれぞれの言葉で語って

いきました。その思いはとどまることなく続き、１時間

の集会は京大生の発言(あるいは歌)で埋め尽くされまし

た。｢そして自分たち学生が諦めなければタテカン文化は

続くんだ｣という強い意志を、その場にいた学生全員で共

有できたと思います。実際、昼集会後に正門前で堂々と

タテカンをつくり出す学生も現れました。

４･27解放祭に続き、１日も学生の力が当局を圧倒しま

した。学生の中に｢自分も何かしたい｣｢京大の最も大事な

ものを一方的に壊しにかかる当局に一矢報いたい｣という

気持ちがどんどん大きくなってきているのがわかります。

この勢いをますます拡大させ、2018年は山極体制を追い

つめ、打倒する年にします。京大から全国の学生･労働者

･市民と共に、改憲･大学改革を止めましょう！ （Ｎ）


